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　平成24年度に実施した現地調査の内容に基づいて、災害
時の避難所や避難経路、過去の災害箇所、大雨の時に注意す
る箇所などを盛り込んだ地域ごとの避難マップを作成するた
め、地域との協議を始めました。避難マップは、4月頃に全
世帯へ配布する予定です。
　今月号では、各区との協議の様子の一部について紹介させ
ていただきます。

◆  台風の時など避難する際は、近所の人と一緒に避難する
などできるだけ単独行動は避けるべきだ。また、区長や
隣組長に避難したことを連絡しないといけない。

◆  大雨が降ってからの避難は、避難途中が危険なのででき
るだけ早めに避難しておくべきだ

◆  避難所より安全な家もあるので、その場合は避難しなく
てもよいと思う

◆  お年寄りなど要援護者の避難について村と地域と連携し
て考えていかないといけない

◆ 避難所に車いすを配備してほしい
◆ 台風の時などは雨量やその見通しなど情報をほしい
◆  天川村でも地域によって雨の降り方が違うので、雨量計

を増やしてほしい
◆ 停電への備えをしておかないといけない
◆ 防災訓練をすることを考えていこうと思う
◆  避難所の背後斜面などは地質調査をするなど安全性を確

認してほしい

防災 てんかわ
第20回
◆ 地域ごとの避難マップの協議 ◆

避難マップの作成について

　避難マップをきっかけに、各家々で今一度、災害への備えについて考えてください。
　また、一番の災害への備えは訓練だと考えます。村も関係機関と協力して支援させてい
ただきますので、みなさまの地域でも防災訓練を検討してください。

地域との意見交換
庵住地区 役員会

栃　尾　区

庵住地区 役員会

山　西　区 避難マップ案
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　平成26年の各大字区長を紹介します。（平成26年２月５日現在）
　　区長連合会長：角谷甚四郎
　　副　会　長：森田　正文・霜村　聖

　日本郵便株式会社から天川村消防団へ
「消防団120年」記念切手の贈呈がありま
した。
　この切手は、現在の消防団の前身である
消防組が明治27年に発足し、昨年に120年
を迎えたことを記念して作成されたもの
で、１月24日に、天の川郵便局長・洞川郵
便局長・和田郵便局長から消防団長へ手渡
されました。

大　字 区長氏名
洞　川 角　谷　甚四郎
北　角 森　田　紀　邦
中　越 中　西　泰　彦
川　合 吉　田　　　勝
沖　金 和　泉　恵　克
中　谷 福　西　賢　二
沢　原 福　上　浩　典
北小原 水　口　勝　資
五　色 森　田　正　文
南日裏 辰　巳　榮之助

大　字 区長氏名
坪　内 西　岡　　　満
九　尾 弓　場　　　昭
栃　尾 弓　場　幸　男
和　田 上　西　修一郎
篭　山 松　葉　伸　一
庵　住 霜　村　　　聖
山　西 今　西　　　勉
広　瀬 泉　谷　邦　廣
塩　野 宮　脇　正　輝

各大字区長の紹介

「消防団120年」記念切手贈呈
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　 　高齢者等施策検討委員会では、このアンケート調査の結果を踏まえ、今後天川村で老人ホームを建設（設置）
できるかどうかの調査・研究を行うことを決めました。

　　また、災害時の対応については、民生児童委員等の力をお借りして、詳細な調査を実施する予定です。

　■回答された方で意見が多かったことについて
　　健康福祉課所管のことについては、今後の施策の参考とさせていただきます。
　　その他のことについては、担当課に、情報提供いたしました。

　■仕事・運動（スポーツ）・趣味について
　　各関係の担当課で今後の施策の参考とさせていただきます。

　■役場配布の非常持ち出し袋の保存食の消費期限について
　 　役場から配布いたしました非常持ち出し袋に入っております保存食については、消費期限が近付いているも

の、または、既に切れているものがあります。お確かめのうえ、各自で補てんしていただけるようお願いいたし
ます。

　※（保存食については、既に設置または、設置予定の防災倉庫に一定期間分を配備済み、又は配備予定です。）

　■お買いものについて
　　村内の商店についてのご意見等は、商工会に対し、その概要を報告いたします。

　■心の健康相談について
　　相談したいが行く便がない等回答された方は、健康福祉課へ電話でご相談ください。

　■往診について
　 　国保診療所では、どうしても診療所へ来ることができない方のみを往診の対象とさせていただいております。

また、下記記載の場合は往診できません。
　・医師不在の場合。
　・診察中は原則的に往診できません。
　・患者さんにとって、往診の有益性が認められない場合。
　（例：往診するより、救急車で大きな病院へ行く方がよいと判断される場合等）

　■休日・夜間の診療について
　 　南和広域医療組合を構成する市町村で南和地域の休日・夜間の１次救急医療体制の確保についての検討をして

います。（※１次救急：急な病気や怪我等であるが、救急車を呼ぶほどではないと思われるとき）
　※ 救急車を呼んだ方が良いのか病院で診察を受けるべきか、また、応急手当の方法がわからない
　　ときなどは「奈良県救急安心センター相談ダイヤル」に電話をおかけください。
　　プッシュ回線・携帯電話⇒＃7119　ダイヤル回線・ＩＰ電話　☎0744−20−0119

（村長から）
　 　行政で施策を実施する場合は、現状調査、法律の適合性、予算の関係等様々な調整が必要です。より住

みやすい、安全で安心な村づくりを実現するための施策を検討するための調査ではありますが、施策によ
っては、実施が不可能である、また、可能であるが多額の費用が必要である場合などが考えられます。で
きることから実施していきたいと考えますので、ご理解お願いいたします。

24時間受付

保健・医療・福祉アンケートに ご協力ありがとうございました
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　このアンケートは、60歳以上の方と、障害者手帳等をお持ちの890人の方に送付し、526人の方から回答をいた
だきました。貴重なご意見ありがとうございました。
　アンケートに回答していただいた集計の概要は、下記のとおりです。
　アンケートは洞川地区178人、中央地区195人、西部地区128人の方から回答をいただき、地区欄未記入の方は
25人でした。性別は、男性209人、女性309人、性別欄未記入の方は８人でした。

　■生活状況について
　 　お仕事については、農業113人、農業（出荷）４人、山林労務12人、自営業83人、会社員等39人、家事97

人、なにもしていないと回答された方は147人でした。
　 　運動については、散歩・ウォーキング144人、グラウンドゴルフ123人、筋トレ13人、その他30人、特にし

ていないと回答された方は276人でした。
　 　趣味については、特にない方が253人、持っている方が201人でその趣味の内容については歌・カラオケ・

花、野菜づくり・読書・グラウンドゴルフ・手芸・釣り・編物・旅行などでした。
　 　お買いものについては、食料品は、村内45％、村外40％、行商６％、近所の人１％、その他８％、衣料品や

生活必需品は、村内12％、村外76％、行商３％、近所の人１％、その他８％でその他の主なものは、家族が買
ってくるや、通信販売等でした。

　 　現在の暮らしについて、苦しい・やや苦しいは53％で、ややゆとりがある・ゆとりがあると回答された方は
32％おられました。

　■医療について
　 　かかりつけの病院については天川村国保診療所62％、大淀病院13％、その他25％で、その病院への通院手段

は自家用車51％、ほほえみ号18％、家族の送迎が17％でした。
　 　大淀町に新病院の建設が進んでいることは77％の方がご存知で、その病院を利用したいと回答された方は、

66％、通院する便があれば利用したいは26％でした。
　 　休日夜間の診療について、不安に感じていると回答された方は48％、将来不安であると回答された方は38％

でした。

　■介護サービス等について
　 　もし天川村に老人ホームができたら、入所したいですか、に対してぜひ入所したい38％、料金によって22

％、将来入所したい27％、入所したくないと回答された方は12％でした。
　 　食事の宅配サービスについては、ぜひ利用したい17％、料金によって23％、将来利用したい42％、利用したく

ないと回答された方は18％で、料金についは約半数の方が、１食当たり500円程度と回答されています。お茶会な
どのサロンについては、ぜひ利用したいが23％、料金によって19％、将来利用したい38％、利用したくないと回
答された方は20％でした。実施回数については月に１回、場所は地区集会所等と回答された方が最多でした。

　■災害時の状況について
　　家族構成で、１人暮らし20％、家族と同居と回答された方は70％でした。
　　家族と同居されていても約７割の方が、日中１人になることがあると回答されています。
　 　避難場所については、88％の方がわかっていると回答され、81％の方が１人で避難できると回答されていま

す。また、１人で避難できない人のうち約92％の方は避難場所までの介助者がいると回答されています。
　 　今後避難場所のわかっていない人12％、１人で避難できないうえ介助者がいないと回答された６％の方につい

て、０％にするための対策が必要です。

　■シルバー人材センターについて
　　シルバー人材センターについては、約８割の方が知っている又は説明を聞いてみたいと回答されています。
　 　仕事を依頼したいと回答された方は、52％で、依頼したい仕事は、草刈・植木の剪定・簡単な大工仕事・障子

ふすまの張替・掃除・家事等でした。
　 　また、会員として働きたい51人、説明を聞いてみたいと回答された方は、45人おられました。今後設立のた

めの準備を進めていく予定です。

保健・医療・福祉アンケートに
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　今月のうさちゃんくらぶは、下記の内容で開催します。みなさん、ふるってご参加ください☆
　お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、皆さまのお越しをお待ちしております。

※参加対象・・・生後４ヶ月〜幼稚園入園前までの親子
※持 ち 物・・・タオル・お茶等
　　　　　　（詳しくは、後日郵送しますご案内をご確認下さい）
※送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせず
不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、予約
制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

※会場までお越しいただくことが困難な方は、ご予約の際にご相談ください。

　女性が、生涯を通じて健康で明るく充実した日々を自立して過ごすことを支援する
ために、「女性の健康週間」が実施されます。
　毎日の忙しさに、体のSOSを聞き逃してはいませんか？近年、女性特有の病気も注
目されてきています。健康づくりは予防がなにより大切です！早めの気付きから、早
めのケアにつなげていきましょう。健康づくり関連のご相談・資料等は、ほほえみポ
ート天川にて扱っておりますので、お気軽にご相談ください。

　予防接種は、ワクチンで防ぐことが出来る病気から子どもたちを救うためにできる有効
な方法のひとつです。
　近年は、新しいワクチンが開発され多くの病気が予防できるようになりました。予
防接種法に基づく定期接種は、予防接種を受けるように努めなければならないことと
されており、進学・就職の際に証明を求められる場面も増えています。
　予防接種によって国全体の免疫水準を維持しておくことは、感染症の蔓延予防のた
めには、重要ですが、極めてまれに重篤な健康被害が発生する場合がありますので、内容をよくご理解の
上、接種するようにしてください。
　予防接種に関するご相談などは、ほほえみポート天川にて受け付けておりますので、お気軽にご連絡くだ
さい。

女性の健康週間です＊３月１日〜３月８日

心の健康相談のご案内

うさちゃんくらぶのお知らせ

日　　程 時　　間 会　　場 内 　 容 申込み

３月12日（水） 　13：30〜
　　　15：00 ほほえみポート天川 ・オリジナルきんちゃくを作ろう♪

・わんぱく遊び
不要

子ども予防接種週間です＊３月１日〜３月７日

開　催　日 ： ３月10日（月）　　　　会　場 ： ほほえみポート天川
内　　　容 ： 個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　３月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 １ 土

 ２ 日 

 ３ 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 ４ 火 診　　察 検 査 日 スリムアップ塾10：30〜 資源１

 ５ 水 診　　察 診　　察 

 ６ 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 ７ 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 ８ 土 

 ９ 日 

 10 月 診　　察 診　　察 心の健康相談 燃　焼

 11 火 診　　察 検 査 日  資源１

 12 水 診　　察 診　　察 うさちゃんくらぶ13：30〜 

 13 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 14 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 15 土 

（予約）
粗　大

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室 10：30〜

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室 10：30〜

（予約）
粗　大
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　館　　　日　（春分の日）

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　３月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 日

 17 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 18 火 診　　察 検 査 日  資源１

 19 水 診　　察 診　　察  不　燃

 20 木   診察（松村医師）  診察（西尾医師）  燃　焼

 21 金 　

 22 土

 23 日 

 24 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 25 火 診　　察 検 査 日  資源１

 26 水 診　　察 診　　察 

 27 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 28 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 29 土 

 30 日 

 31 月 診　　察 診　　察  燃　焼

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳のトレーニング教室
修了式　　　10：30〜

（予約）
粗　大
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　１月29日（水）に天川村地域自立支援協議会（会長：赤井公司）が開催されました。
天川村地域自立支援協議会は、障がい者の自立と生活を支えるため、関係者並びに関係機
関との連絡調整を図ることを目的とし設置しています。
　今回の会議は、まほろば「あいサポーター」養成講座と、きずなサロンを実施しました。
　まほろば「あいサポート運動」の概要については、下記をご参照下さい。天川村としま
しては、この運動を広く推奨していきたいと考えていますので、皆さま方のご理解とご協
力をお願いします。
　また、きずなサロンは、委員間の心を「きずな」でつなぎ、委員一人ひとりの気持ちや
意見が尊重され、温かい雰囲気の中で施策が検討される事を目的として実施しました。き
ずなサロンでは、障がいのある方ご本人から、障がいの内容や特性、困っていることなど
のお話を伺いました。困っている事は、トイレの問題などがあり、委員一人ひとりの大き
な気づきにつながりました。

〇�まほろば「あいサポート運動」とは、奈良県が推奨している運動で、村民の

皆様に、①障がいの内容・特性②障がいのある方が困っていること③配慮の

仕方や、ちょっとした手助けなどを知っていただき、実践していただくこと

を目的にしています。

〇�あいサポーターとは、「あいサポート運動」のサポーター（実践者）で、特別な

技術の習得は不要です。

〇�あいサポーターになるには、天川村が開催する、「あいサポーター研修」に

参加して説明を受けて下さい。（研修時間は約75分です）

〇研修を希望される村内各種機関・団体等は、

　健康福祉課（☎63−9110）までお申込み下さい。

天川村地域自立支援協議会が開催されました

まほろば「あいサポート」運動
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　ふるさとセンターつどいにクイックテントを配備していただきました。
　２月７日に日本赤十字社奈良県支部から災害救護資器材として、天川村籠山のふるさとセンターつ
どいに昨年配備していただいた災害用移動炊飯器に続き、クイックテントを配備していただきまし
た。

≪日本赤十字社奈良県支部において「配備式」の様子≫
※ この物品は、県民の皆様から寄せられる社費や寄付金をもとに、赤十字の地区・分区として配備さ

れた物品です。

　日本赤十字社は、世界189カ国にある赤十字・赤新月社のひとつとして、日本赤十字社法と
いう法律に基づいて設立された法人です。
　1877年（明治10年）に創立された博愛社を前身とし、日本政府がジュネーブ条約に加入し
たことに伴い、1887年（明治20年）に日本赤十字社と改称しました。
　東京に本社をおき、全国47都道府県にある支部、病・産院、血液センター、社会福祉施設な
どを拠点に、国内外の災害救護、医療、血液、社会福祉などの事業、救急法の普及、青少年赤
十字、ボランティア活動など、幅広い分野で活動しています。
　こうした活動は、毎年一定の資金を提供して下さる社員や、さまざまな活動を展開するボラ
ンティアによって支えられています。

災害救護資器材の配備について
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　現在交付している国民健康保険被保険者証は、平成26年３月31日が有効期限です。新しい保険証
の交付は、昨年同様世帯主あてに郵送いたします。
　お手元に届き次第内容のご確認をお願いいたします。
　また、国民健康保険税の納付が遅れている場合は新しい保険証を郵送することが出来ませんので、
３月初旬までに完納くださいますようお願いいたします。
　　　　　（保険証の見本）

■　該　当　者　　国民健康保険加入者（75歳未満）
■　発送予定日　　平成26年３月25日〜随時（予定）
　※75歳以上の方の後期高齢者被保険者証は、８月更新のため平成26年７月中に発送予定です。

　平成25年度において学生納付特例制度により、保険料納付を猶予されている方で、平成26年度も
引き続き在学予定の方へ、基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を３月末に
送付します。平成25年度と同じ学校等に在学される方は、このハガキに必要記載事項を記入し返送
いただくことにより、平成26年度も学生納付特例の申請ができます。この場合は、在学証明書また
は学生証の写しの添付は不要です。
　平成26年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付いた
しますので、お手数ですがお近くの年金事務所にご連絡ください。
　なお、はじめて学生納付特例の申請をする方は、従来どおり在学証明書または学生証の写しの添付
が必要です。

日本年金機構・天川村

① ② ③ ④

国民年金学生納付特例申請について

　　　　　　　　　　　　　有効期限　平成27年３月31日
　　　　　　　　　　　　　記号番号　奈40　●●−●●
（被保険者）
氏　　　　　名　　天川　太郎　　　　　　　　性別　男
生　年　月　日　　昭和●●年　●月●日
資格取得年月日　　平成●●年　●月●日
交 付 年 月 日　　平成２６年　４月１日
世　帯　主　名　　天川　一郎
住　　　　　所　　天川村大字沢谷●●番地
保 険 者 番 号　　２９０８１７

　新しい保険証は
台紙に貼り付けて
いますので、はが
してお使いくださ
い。

平成26年度「国民健康保険証」郵送のお知らせ
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お し ら せ

　

労
働
者
個
人
ま
た
は
労
働
組
合
と
使
用
者

の
ト
ラ
ブ
ル
が
、
労
使
双
方
の
話
し
合
い
な

ど
の
自
主
的
な
方
法
で
解
決
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
に
利
用
し
て
頂
け
る
の
が
労
働
委
員

会
で
す
。
労
働
委
員
会
で
は
、
労
使
の
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
と
し
て
「
個
別

労
働
関
係
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
」
「
労
働
争
議

の
調
整
」
「
不
当
労
働
行
為
の
審
査
」
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
で
、
費
用

は
無
料
で
す
。

　

奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
７
４
２
（
20
）
４
４
３
１

　

労
働
基
準
法
第
15
条
で
は
、
労
働
契
約
を

結
ぶ
際
、
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条

件
を
明
示
し
た
書
面
（
労
働
条
件
通
知
書
）

を
事
業
主
か
ら
労
働
者
に
交
付
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
基
準
法

第
１
０
６
条
で
は
、
就
業
規
則
を
労
働
者
に

周
知
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

本
月
間
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

奈
良
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
ま
で
。

　

☎
０
７
４
２
（
32
）
０
２
０
４

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
略
し
て

〟ロ
コ
モ
〝
。
一
般
の
方
に
は
ま
だ
な
じ
み

の
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
筋
肉
や

骨
、
関
節
な
ど
の
運
動
器
官
の
障
害
に
よ
っ

て
介
護
が
必
要
な
状
態
、
あ
る
い
は
そ
の
一

歩
手
前
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
加
齢
に
伴
う
関
節
の
変
形
や
筋
力
の
衰

え
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
が
主
な
原
因
で
す
。

　

ロ
コ
モ
は
認
知
症
や
メ
タ
ボ
と
並
び
、
健

康
寿
命
を
短
縮
し
、
寝
た
き
り
や
要
介
護
状

態
を
引
き
起
こ
す
三
大
要
因
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ロ
コ
モ
の
初
期
症
状
は
40
代
か
ら

始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
の
七
つ

の
質
問
（
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
）
で
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

〇
家
で
つ
ま
ず
い
た
り
す
べ
っ
た
り
す
る
。

〇
階
段
を
上
が
る
の
に
手
す
り
が
必
要
。

〇
15
分
程
続
け
て
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

〇
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い
。

〇
片
足
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い
。

〇�

２
㎏
程
度
の
荷
物
を
持
ち
帰
る
の
が
困

難
。

〇�

家
の
や
や
き
つ
い
仕
事
が
困
難
（
掃
除
機

の
使
用
や
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）
。

　

一
つ
で
も
当
て
は
ま
っ
た
場
合
に
は
ロ
コ

モ
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
ロ
コ
モ
予
防
の
運

動
〟ロ
コ
ト
レ
〝
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

初
め
て
の
方
が
行
う
ロ
コ
ト
レ
と
し
て
勧

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
開
眼
片
脚
立
ち
と
ス

ク
ワ
ッ
ト
運
動
で
す
。
転
倒
し
な
い
よ
う
に

必
ず
何
か
つ
か
ま
る
も
の
が
あ
る
場
所
で
行

い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
運
動
も
正
し
い
方

法
で
行
わ
な
い
と
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
な

い
ば
か
り
か
、
体
を
害
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

ロ
コ
モ
か
な
と
思
っ
た
ら
ま
ず
は
お
近
く

の
整
形
外
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

　

３
月
10
日
（
月
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

目
の
健
康
相
談

　

３
月
11
日
（
火
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

予
約
不
要

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

　

３
月
13
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場�

所
：
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

県
民
健

康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら

北
へ
徒
歩
７
分
）

連
絡
先
：
〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
（
22
）
８
５
０
２

　

引
き
続
き
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
い

た
だ
く
た
め
に
地
デ
ジ
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

※�

デ
ジ
ア
ナ
変
換
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
電
波
を

ア
ナ
ロ
グ
に
変
更
し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

で
も
地
デ
ジ
が
暫
定
的
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
と
、
総
務
省
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社

等
に
対
し
て
、
２
０
１
５
年
３
月
ま
で
の

期
間
で
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
た
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

地
デ
ジ
受
信
の
３
つ
の
方
法

・
ご
覧
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
契
約
す
る

・
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る

・
地
デ
ジ
テ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
（
07
）
０
１
０
１

予
約
必
要

予
約
必
要

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）

　
�

ご
存
じ
で
す
か
？
労
働
委
員
会

　

�

平
成
26
年
３
月
は
「
労
働
条
件

の
明
示
・
確
認
月
刊
」
で
す

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換
は

２
０
１
５
年
３
月
ま
で
に
終
了
し
ま
す
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　１月26日（日）に日曜参観を開催しました。本年度は、親子・家族で鬼のお面作りや体操、触れ
合い遊び、ゲーム遊びと楽しい時間を過ごしました。お面作りでは、いろいろな材料を使って、「目
はどれにしようかな？」「長い角にしようよ。」などと、工夫しながら作る姿が見られました。30
分後には、いろいろな形、色のオリジナルお面が出来上がりました。外は寒くても、幼稚園の中は体
も心もあったかでした。２月３日には、そのお面をかぶって、小学校１、２年生と一緒に楽しく豆ま
き会をしました。

幼稚園だより

どんな鬼にする？
何色にしようかな〜

似合うかな？
角のところを頑張って

作りました。

お家の人とピッタンコ



村のうごき

１月のごみ収集状況
燃焼 不燃
資源 粗大

平成26年３月１日発行　通巻445号

2013年１月31日現在（　）内は前月との比較

　
今
月
の
「
天
川
人
」
は
、
平
惠
子
さ
ん
で
す
。

　
平
さ
ん
は
、
環
境
省
・
奈
良
県
自
然
公
園
指
導
員
と
し
て
、
防
鹿
柵
に
よ
る

希
少
植
物
の
保
護
、
盗
掘
者
の
見
回
り
、
登
山
者
・
観
光
者
の
指
導
、
ご
み
の

片
づ
け
等
、
日
々
自
然
保
護
活
動
に
い
そ
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

自
然
保
護
活
動
の
き
っ
か
け

　

50
年
前
か
ら
大
峰
山
系
を
歩
き
回
り
、
美
し
い
山
と
森
、
鳥
や
草
花
等
自
然
の
豊
か
さ
の
と
り
こ
に
な

り
、
天
川
に
住
む
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
結
婚
後
、
20
年
程
山
に
登
ら
な
い
時
期
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に

登
っ
た
際
、
昔
か
ら
大
事
に
思
っ
て
い
た
キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
の
花
畑
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら

も
石
を
よ
け
て
、
土
を
か
き
分
け
て
探
し
回
っ
た
が
、
見
つ
か
ら
ず
、
鹿
に
す
べ
て
食
べ
ら
れ
た
事
を
知
り

衝
撃
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
徹
底
的
に
調
べ
な
け
れ
ば
と
思
い
２
年
間
調
査
を
行
い
研
究
会
等
で
発
表
を
行

う
ま
で
に
至
っ
た
。

天
川
の
自
然
環
境
の
現
状

　

現
在
、
鹿
が
希
少
な
植
物
を
こ
と
ご
と
く
食
べ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
２
年
間
の
調
査
を
行
い
、
防
鹿
柵
を

立
て
る
に
至
り
、
柵
内
で
は
あ
る
が
、
希
少
植
物
の
保
護
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
ご
み
の
問
題
も
深
刻

で
あ
る
。
し
か
し
、
ご
み
を
拾
え
ば
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
も
多
い
。
村
内

を
き
れ
い
に
し
て
い
け
ば
、
皆
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

天
川
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
オ
オ
ヤ

マ
レ
ン
ゲ
や
キ
リ
ク
チ
以
外
に
も
、
多
く
の
絶
滅
危
惧
種
や
希
少
な
動
植

物
が
あ
り
、
貴
重
な
自
然
で
あ
る
事
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

天
川
の
山
、
自
然
は
宝
物
。
し
か
し
、
放
っ
て
お
い
て
は
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
現
在
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
も
外
来
種
の
ジ
キ
タ
リ
ス
を
引
き

抜
く
等
、
保
護
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し

て
く
れ
て
い
る
。
皆
で
守
る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
行
動
す
れ
ば
自
然
は

守
れ
る
。
み
ん
な
で
こ
の
宝
物
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

今
月
の　

天
川
人
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環
境
省
・
奈
良
県
自
然
公
園
指
導
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平ひ
ら　

　

惠け
い　

子こ 

さ
ん
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